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礼
拝
の
恵
み
⑬ 

第
一
六
章 

 

第
五
部 

礼
拝
の
土
台 

 

第
一
節 

あ
が
な
い 

神
は
真
に
絶
対
的
に
聖
で
あ
る
故
に
、
神
は
罪
を
罰
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
、
生
来
の
罪
人
が
ど
う
し
て
聖
な
る
神

の
御
前
の
立
っ
て
礼
拝
を
さ
さ
げ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え

は
あ
が
な
い
で
あ
る
。 

「
神
の
完
全
な
る
義
は 

救
い
主
の
血
に
あ
か
し
さ
れ
て
い
る
。 

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
こ
そ 

か
れ
の
義
と
恵
み
と
が
あ
る
。 

神
は
罪
人
を
見
逃
が
せ
な
い
。 

そ
の
罪
は
彼
の
死
ぬ
こ
と
を
求
め
る
。 

し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
お
い
て 

 

神
が
我
ら
を
救
い
た
も
う
の
を
見
る
。 

罪
は
救
い
主
の
上
に
置
か
れ
た
、 

そ
の
死
に
よ
り
負
債
は
払
わ
れ
た
。 

義
も
こ
れ
以
上
を
求
め
は
し
な
い
、 

恵
み
は
豊
か
に
施
す
こ
と
が
で
き
る
。 

信
じ
る
罪
人
は
解
き
放
た
れ
た
、 

『
救
い
主
わ
が
た
め
に
死
せ
り
』
と
言
え
る
。 

あ
が
な
い
の
血
を
指
し
て 

『
こ
れ
が
私
を
神
と
和
ら
が
し
た
』
と
答
え
る
。」 

 
 
 
 
 
 
 

（
オ
ル
バ
ー
ト･

ミ
ド
レ
ー
ン
） 

 
 
 
 

 

（「
礼
拝
」
Ａ
Ｐ
ギ
ブ
ス
著
） 

私たちがキリストの奥義を語れるように、祈ってください。 
イザヤ５１：１ 
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二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

「
テ
サ
ロ
ニ
ケ
教
会
の
た
め
の
祈
り
」
（Ⅰ

テ
サ
ロ
ニ
連
続
講
演
第
一
二
回
）  

「
私
た
ち
は
、
あ
な
た
が
た
の
顔
を
見
た
い
、信
仰
の
不
足
を
補
い
た
い
と
、

昼
も
夜
も
熱
心
に
祈
っ
て
い
ま
す
。」
（
テ
サ
ロ
ニ
ケⅠ

三
ノ
一
〇
） 

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
言
い
ま
し
た
。
無
関
心
は
最
大
の
罪
で
あ
る
と
。
欲
望

の
愛
や
見
返
り
を
期
待
す
る
為
に
愛
の
行
為
は
出
来
ま
す
が
、
見
返
り
の

な
い
の
に
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
人
を
助
け
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
エ
リ
コ
へ
下
る
旅
人
が
道
中
強
盗
に
襲
わ
れ
、
半
死
半

生
の
目
に
遭
い
、
道
端
で
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
時
間
勝
負
の
状
態
で
し

た
。
助
け
て
く
だ
さ
い
。
と
呼
べ
ど
叫
べ
ど
誰
も
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
祭

司
が
通
り
が
か
り
ま
し
た
。
祭
司
と
は
神
殿
の
な
か
で
宗
教
行
事
を
し
た

り
、
聖
書
を
教
え
て
神
の
愛
を
伝
え
る
今
で
言
う
な
ら
、
政
治
家
、
学
者

の
よ
う
な
社
会
的
な
人
で
す
。
倒
れ
て
い
る
人
を
見
る
と
反
対
の
道
を
足

早
に
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
次
に
レ
ビ
人
が
来
ま
し
た
。
レ
ビ
人
は
神
殿
で

宗
教
行
事
を
す
る
人
で
す
。
政
治
家
、
公
務
員
、
の
よ
う
な
立
場
で
す
。

か
れ
も
倒
れ
て
い
る
人
を
見
る
と
あ
た
り
を
見
回
す
と
足
早
に
道
の
反
対

の
方
を
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
次
に
サ
マ
リ
ヤ
人
が
そ
こ
を
通
り
ま
し
た
。

サ
マ
リ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
敵
対
し
て
い
ま
し
た
。
サ
マ
リ
ヤ
人
は
先
の

祭
司
や
レ
ビ
人
と
同
じ
よ
う
に
せ
ず
、
ロ
バ
か
ら
降
り
て
、
傷
口
を
ぶ
ど

う
酒
で
洗
い
、
オ
リ
ー
ブ
油
で
傷
口
を
癒
し
、
ロ
バ
に
担
ぎ
上
げ
て
、
宿

屋
ま
で
連
れ
て
行
き
、
宿
屋
の
主
人
に
お
金
を
わ
た
し
治
療
を
頼
み
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
治
療
に
掛
か
っ
た
費
用
は
後
か
ら
払
い
ま

す
と
言
っ
た
の
で
す
。
強
盗
に
襲
わ
れ
た
人
の
友
人
は
誰
で
し
ょ
う
と
イ

エ
ス
さ
ま
は
尋
ね
ま
し
た
。勿
論
一
番
敵
対
し
て
い
る
サ
マ
リ
ヤ
人
で
す
。

同
じ
国
、
同
じ
民
族
、
同
じ
学
校
。
企
業
、
家
族
、
親
族
だ
か
ら
友
人
で

は
な
い
の
で
す
。
見
返
り
を
求
め
な
い
犠
牲
を
払
う
行
為
が
愛
で
す
。
テ

サ
ロ
ニ
ケ
教
会
に
こ
の
愛
を
求
め
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
愛
こ
そ
ま
も 

   

な
く
イ
エ
ス
様
が
御
再
臨
さ
れ
る
と
き
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。ク
リ
ス
チ

ャ
ン
の
目
標
は
再
臨
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
毎
日
勝
利
の
生
活
を
す
る
の

で
す
。
そ
の
第
一
の
条
件
は
愛
に
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん 

二
〇
一
四
年
六
月
二
五
日
午
後
七
時 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「
エ
ル
サ
レ
ム
滅
亡
の
預
言
」
（
エ
ゼ
キ
エ
ル
連
講
一
二
回
） 

「1

人
の
子
よ
。
あ
な
た
は
鋭
い
剣
を
取
り
、
そ
れ
を
床
屋
の
か
み
そ
り

の
よ
う
に
使
っ
て
、
あ
な
た
の
頭
と
、
ひ
げ
を
そ
り
、
そ
の
毛
を
は
か
り

で
量
っ
て
等
分
せ
よ
。」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
五
ノ
一
） 

 

エ
ル
サ
レ
ム
が
受
け
る
さ
ば
き
の
激
し
さ
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
あ
ず
か

っ
た
恵
み
の
大
き
さ
の
反
映
で
あ
る
。恵
み
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

そ
れ
を
裏
切
っ
た
罪
は
重
く
、
さ
ば
き
は
激
し
い
。
恵
み
が
素
晴
ら
し
く

貴
重
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
受
け
る
者
は
慎
重
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
ヘ
ブ
ル
書
は
主
の
恵
み
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
人
々
に
対

し
て
厳
し
く
語
っ
て
い
る
。
「
一
度
光
を
受
け
て
天
か
ら
の
賜
物
の
味
を

知
り
、
聖
霊
に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
り
、
神
の
す
ば
ら
し
い
も
言
葉
と
、

後
に
や
が
て
来
る
世
の
力
と
を
味
わ
っ
た
う
え
で
、
し
か
も
堕
落
し
て
し

ま
う
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
人
々
を
も
う
一
度
悔
い
改
め
に
立
ち
返
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
、
自
分
で
神
の
子
を
も
う
一
度
十
字
架
に

か
け
て
、
恥
辱
を
与
え
る
人
た
ち
だ
か
ら
で
す
。」（
六
ノ
四
～
六
）
エ
ル

サ
レ
ム
の
住
民
の
よ
う
に
霊
的
に
鈍
い
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

よ
う
。 

 

（
鷹
取
著
「
エ
ゼ
キ
エ
ル
」
参
考
） 

七
月
行
事
計
画 

四
日
（
金)  

月
に
一
度
の
楽
し
い
祈
祷
会 

午
後
一
時 

五
日
（
土
）
～
一
五
日
（
火
）
韓
国
永
遠
賛
美
チ
ー
ム
一
〇
名
来
日 

六
日
（
日
）
役
員
会 

礼
拝
後 
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六
日
（
日
）
七
日
（
火
）
八
日
（
火
）
一
一
日
（
金
） 

七
夕
賛
美
コ
ン
サ
ー
ト 

 

午
後
五
時 

一
四
日
（
月
）
説
教
塾 

神
港
教
会 

午
前
一
一
時 

神
戸
宣
教
協
力
祈
祷
会
神
戸
中
央
教
会 

午
後
一
時
半 

 

二
一
日
（
月
）
教
団
牧
師
会 

午
前
一
〇
時 

二
二
日
（
火
）
納
骨
堂
掃
除 

午
前
九
時 

教
会
リ
バ
イ
バ
ル
祈
祷
会 

東
部
教
会 

午
後
一
時 

三
一
日
（
木
）
櫛
原
家
集
会 

午
後
二
時 

七
月
会
計
役
員 

尾
瀬
姉 
小
段
姉 

大
内
姉 

七
月
召
天
会
員 

五
日 

白
数
大
二
郎
兄 

 
 

五
一
周
年 

十
二
日 

北
出
昭
夫
兄 

 
 
 

一
八
周
年 

 

十
八
日 

李
在
恒
兄 

 
 
 
 

六
二
周
年 

早
瀬
恵
子
姉 

 
 
 

一
三
周
年 

二
〇
日 

松
田
勇
助
兄 

 
 
 

六
九
周
年 

二
二
日 

北
田
ト
ヨ
コ
姉 

 

一
一
九
周
年 

毛
利
慰
真
子
姉 

 
 

五
〇
周
年 

二
三
日 

野
木
千
代
吉
兄 

 
 

三
四
周
年 

尾
瀬
隆
雄
兄 

 
 
 
 

九
周
年 

二
四
日 

梶
原
信
成
兄 

 
 
 

五
九
周
年 

二
七
日 

松
田
昭
子
姉 
 
 
 

二
四
周
年 

津
田 

勇
兄 

 
 
 

一
八
周
年 

二
八
日 

富
山
定
雄
兄 

 
 
 

三
五
周
年 

三
一
日 

三
永
雄
章
兄 

 
 
 

七
一
周
年 

※
召
天
会
員
の
御
遺
族
は
納
骨
堂
周
辺
の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  

 

 


